
R111 RSL(4)  

1 

製品安全データシート 
製造者情報 会社名 ：株式会社 和光ケミカル 
 住所 ：神奈川県小田原市南鴨宮 1-1-1 
 担当部門 ：技術部 担当者 ：遠藤 要造 
 電話番号 ：0465-48-8114 FAX番号 ：0465-49-1951 
 緊急連絡先 ：技術部 電話番号 ：0465-48-8114 
 作成日 1997年 4月 11日 （2004年 10月 1日 改定第 4版） 
 

製品名（化学名、商品名等）  ラジエーターストップリーク  RSL（品番：R111、R112） 
 ≪株式会社クボタ品番：07909-05690（WAKO’S品番R111に該当）≫ 
 ≪株式会社クボタ品番：07909-75610（WAKO’S品番R112に該当）≫ 
 

物質の特定 単一・混合物の区別 ：混合物 
 成分 ： 

化合物名 CAS-No. 労働安全衛生法 PRTR法 含有量（％）

植物繊維 
添加剤 

企業秘密の為

記載できない

水 7732-18-5 
非該当 非該当 企業秘密の為

記載できない

 官報公示整理番号（化審法、安衛法）：必要なものは登録済み 
 国連分類及び国連番号 ：該当せず 
 

危険・有害性 分類の名称 ：分類基準に該当しない 
の分類 危険性 ：非危険物 
 有害性 ：無毒性 
 環境影響 ：特になし 
 

応急処置 目に入った場合 ：清浄な水で最低 15分間目を洗浄した後、医師の手当てを受ける。 
 皮膚に付着した場合 ：水または微温水を流しながら洗浄する。 
 吸入した場合 ：空気の新鮮な場所に移し、保温、安静に努め、速やかに医師の手

当てを受ける。 
 飲み込んだ場合 ：多量の水を飲ませ、直ちに医師の手当てを受ける。 
 

火災の処置 消火方法 ：火元への燃焼源を断ち、消火剤を使用して消火する。 
   風上から行い、場合によっては呼吸保護具を着用。 
 消火剤 ：水、泡、二酸化炭素、ハロゲン化物が有効。 
 

漏出時の措置  ：少量の場合、乾燥物、土、おがくず、ウエスなどに吸収させて、

空容器に移す。残りを水で洗い流す。多量の場合、土砂等で流れ

を止め、安全な場所に導いたのち、処理する。 
 

取扱い及び 取扱い ：特になし 
保管上の注意 保管 ：直射日光を避け、容器を密閉し、通風を良くし、滞留しないよう

にする。 
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暴露防止措置 管理濃度 ：設定無し 
 許容濃度 ：設定無し 
 設備対策 ：密閉容器、局所排気装置 
 保護具 呼吸用保護具 ：必要に応じ使用する。 
 保護眼鏡 ：必要に応じ使用する。 
 保護手袋 ：必要に応じ使用する。 
 保護衣 ：必要に応じ使用する。 
 

物理/化学的性質 
 外観等 ：緑色懸濁液体 
 沸点 ：100℃ 
 融点 ：0℃ 
 揮発性 ：あり 
 蒸気圧 ：30Mpa以下 
 密度または嵩密度 ：1.0684（g/cm3, 20℃） 
 溶解度 水 ：可溶 
 pH ：7～8 
 その他 ：有用なデータなし 
 

危険性情報（安定性・危険性） 
 引火点 ：不明 
 発火点 ：不明 
 爆発限界 ：不明 
 発火性（自然発火性、水との反応性）：データなし 
 酸化性 ：あり 
 自己反応性・爆発性 ：データなし 
 粉塵爆発性 ：適用外 
 安定性・反応性 ：通常の取扱い条件では安定 
 その他 ：有用なデータなし 
 

有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む） 
 皮膚腐食性 ：なし 
 刺激性（皮膚、眼） ：皮膚 なし 
   眼  少々のかゆみ 
 感作性 ：なし 
 急性毒性（50％致死量等を含む）：データなし 
 亜急性毒性 ：データなし 
 慢性毒性 ：データなし 
 がん原生 ：データなし 
 変異原生（微生物、染色体異常）：データなし 
 生殖毒性 ：データなし 
 催奇形性 ：データなし 
 その他（水と反応して有害なガスを発生する等を含む）：有用な情報なし 
 

環境影響情報 分解性 ：データなし 
 蓄積性 ：データなし 
 魚毒性 ：データなし 
 その他 ：有用な情報なし 
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廃棄上の注意  ：容器を廃棄する場合は、容器の中を良く水洗、またはスチーム洗

浄し、安全を確認したら廃棄する。 
 

輸送上の注意  ：車輌等によって運搬する場合は、荷送人は運送注意書を公布する

ことが望ましい。運送に際しては容器に漏れのないことを確認し、

転倒・落下・損傷がないように積み、荷崩れ防止を確実に行う。 
 

適用法令 化審法及び労安法の既存化学物質名簿への登録 
 労働安全衛生法 ：非該当 
 PRTR法 ：非該当 
 消防法 ：非該当 
 毒劇物取締法 ：非該当 
 


